
令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について(芸術科 工芸Ⅰ）

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント ４．調査問題例（ペーパーテスト・実技調査）

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

○指導上の改善点
・〔共通事項〕の視点で指導を見直し、特に全体のイメージや作風、様式などで
捉えることについて実感を伴いながら理解できるようにする。

・制作過程を重視し、創造的に表せるよう、意図に応じて材料の生かし方や
効果的な手順、技法を吟味させるなど指導の改善を図る。

・使う人や場面、作品に求められる条件などを整理し、制作の構想を練ったり、
作品などを表面的に見るだけでなく分析的に捉え、見方や感じ方を深めた
りすることができるよう指導の改善を図る。

・表現と鑑賞の相互の関連を図り、生活や社会との関わりを意識させ、工芸や工芸
の伝統と文化を実感的に捉えることができるよう指導の改善を図る。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○生活環境などから心豊かな発想をすることについては、相当数の生徒ができている。
○身近な生活の視点に立って、意図と素材の生かし方などについて考え、見方や
感じ方を深めることは、相当数の生徒ができている。

○発想をしたことを基に使用する人や場などに求められる機能を考え、制作の
構想を練ることについては、課題があると考えられる。

○手順や技法などを吟味し、創造的に表すことについては、課題があると考えられる。
○工芸の伝統と文化などについて考え、見方や感じ方を深めることは課題が
あると考えられる。

○造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを
理解することについては、課題があると考えられる。

○使用する人の状況や生活環境から、歯ブラシが取り出しやすい歯ブラシ
スタンドの発想をする表現の問題を出題                   【通過率 77.2% 】

使用する人や生活環境から発想をする問題例    （別紙１参照）

○伝統的なよさの生かし方が共通する工芸作品などの組合わせと、その根拠を
考える鑑賞の問題を出題       【通過率 29.2％、47.9％、41.7% 】

工芸の伝統と文化などについての見方や感じ方の問題例   （別紙４参照）

○使用する人や使う場などを想定して、ブラシの部分がどこにも触れない
ような歯ブラシスタンドの構想を練る表現の問題を出題 【通過率 45.4％ 】

発想をしたことを基に制作の構想を練る問題例        （別紙１参照）

○使用する人や使う場などの全体のイメージを想定して、制作の構想を練る
表現の問題を出題          【通過率 45.4％ 】

○与えられた２つの条件から制作するカップホルダーの全体のイメージを
捉え制作する表現の問題を出題   【通過率 48.0％ 】

○工芸作品などを作風や様式などの文化的な視点で捉える鑑賞の問題を
出題           【通過率 29.2％、47.9%、41.7% 】

造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで 捉える
ことの理解に関する問題例       （別紙１、３、４参照）

○与えられた２つの条件から制作全体を見通して、手順や技法を吟味しカップホル
ダーを制作する表現の問題を出題                   【通過率 48.0％ 】

創造的に表す技能の問題例                                        （別紙３参照）

○使用する場に相応しいと考えられるテーブルを選び、その根拠を考える
鑑賞の問題を出題 【通過率 86.1%、94.0%、86.7%、86.2%、94.4％】

身近な生活の視点に立った見方や感じ方の問題例  （別紙２参照）

○生活や社会の中の工芸や工芸の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力の育成を重視
○「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の相互の関連を図った指導の充実
・発想や構想と鑑賞に関する資質・能力とを総合的に働かせて「思考力、
判断力、表現力等」を育成することを重視

○造形を豊かに捉える多様な視点をもてるよう〔共通事項〕を新設
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・

「使用する人や生活環境から発想をすること」、「発想をしたことを基に制作の構想を練ること」、「造形的な特徴などを基に、全体のイメージや
作風、様式などで捉えることの理解」の問題例

別紙１（問題例）

条件② 正答例
４本の歯ブラシのブラシの部分がどこにも触れな
いようにしており、使用する人や場などに求められ
る機能を考えて制作の構想を練っていることが分かる。  

工芸Ⅰ 使用する人や生活環境、場などから発想や構想をすることについて問う表現の問題を出題

 ○使用する人の状況や生活環境から、歯ブラシが取り出しやすい歯ブラシスタンドの発想をする
○使用する人や使う場などを想定して、ブラシの部分がどこにも触れないような歯ブラシスタンドの構想を練る 
 ○使用する人や使う場などの全体のイメージを想定して、制作の構想を練る    

 ・この問題から、 「知識及び技能（知識）」及び「思考力、判断力、表現力等（発想や構想）」の育成されている状況について調査した。

条件③ 正答例
形や機能を考えて４本の歯ブラシがそれぞれ取り
出しやすくなるようにしており、生活環境などか
ら他者の視点に立って発想をしていることが分か
る。

※実際の調査問題では写真を掲載しています

【通過率 45.4％】

【通過率 77.2％】
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「身近な生活の視点に立った見方や感じ方」の問題例

別紙２（問題例）

※実際の調査問題では写真を掲載しています

バルコニー 和室

ダイニング・キッチン
居間

（ソファーの横）

キャンプ場

㋐ :  Ⓒ、Ⓗ、③【通過率    86.1%】
㋑ :  Ⓔ、Ⓘ、⑦【通過率    94.0%】
㋒ :  Ⓐ、Ⓕ、④【通過率  86.7%】
㋓ :  Ⓖ、Ⓙ、⑥【通過率  86.2%】
㋔ :  Ⓑ、Ⓓ、①【通過率  94.4％】

工芸Ⅰ 身近な生活の視点に立って、意図と素材の生かし方などについて考え、見方や感じ方を問う鑑賞の問題を出題
 ○使用する場に相応しいと考えられるテーブルを選び、その根拠を考える

 ・この問題から、「知識及び技能（知識）」及び「思考力、判断力、表現力等（鑑賞）」の育成されている状況について調査した。
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・
・

別紙３（問題例）

「創造的に表す技能」、「造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることの理解」の問題例

【通過率 48.0％】

条件① 正答例

条件に示された「片手で運べる」「固定される構造」に
基づき、機能や形、構造を考えて表していることが分か
る。

工芸Ⅰ 条件に応じて、手順や技法などを吟味し、創造的に表すことについて問う表現の問題を出題
 ○与えられた２つの条件から制作全体を見通して、手順や技法を吟味しカップホルダーを制作する
 ○与えられた２つの条件から制作するカップホルダーの全体のイメージを捉える

 ・この問題から、「知識及び技能」の育成されている状況について調査した。
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別紙４（問題例）

「工芸の伝統と文化などについての見方や感じ方」、「造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることの理解」の問題例

工芸Ⅰ 工芸の伝統と文化などについての見方や感じ方を問う鑑賞の問題を出題
○伝統的なよさの生かし方が共通する工芸作品などの組合わせと、その根拠を考える
○工芸作品などを作風や様式などの文化的な視点で捉える

・この問題から、「知識及び技能（知識）」及び「思考力、判断力、表現力等（鑑賞）」の育成されている状況について調査した。

(2) 正答例

工芸作品などの組合わせを選んだ理由において、「着目した

点」から以下の記述をしており、工芸の伝統的なよさの生かし

方などについて考えていることが分かる。

(花子さんのカード) 樹皮や風合いなどについて

(文子さんのカード) 伝統的な文様などについて

(次郎さんのカード) 色や木目の特徴などについて

樺細工
による
装飾

麻柄の
装飾

寄せ木
による
装飾

寄せ木の
小箱

べっ甲の
メガネ

樺細工装飾の
ライト

唐草模様の
マグカップ

曲げわっぱ
樺細工の

箱

※実際の調査問題では現代的なものの写真を掲載しています

※実際の調査問題では伝統的なものの写真を掲載しています

竹細工の
バック

切り子の
グラス

植物柄の
染め付けの壺

植物模様の
印伝の巾着

蒔絵の
箱

寄せ木の
箱

【通過率 花子29.2％、文子47.9％、次郎41.7％】
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